
7　　2020.9.1　　市報むらかみ

自殺対策推進月間

見逃さないで、ストレスサイン

９月は
自殺対策推進月間です

市HP関連ページ

　新潟県では９月を「自殺対策推進月間」と定めており、市でも「村上市自殺対策行動計画」に基づ
き活動をしています。最近では新型コロナウイルス感染症により、経済的な悩みを抱えていたり、新
しい生活様式によりストレスを感じたりする人が増えています。過度のストレスはうつ状態を引き起
こすため、早めのストレスへの気づき・対応が重要です。
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支援情報ナビ
（内閣官房）サイト

厚労省みんなの
メンタルヘルス総合サイト

相談内容 相談先 電話番号 受付時間
労働に関する
こころの不調

働く人の
「こころの耳相談電話」

0120−565−455
（通話無料）

月・火曜日：午後５時～10時
土・日曜日：午前10時～午後４時

こころの不調

新潟県こころの相談ダイヤル 0570−783−025
毎日24時間

よりそいホットライン 0120−279−388
（通話無料）

新潟いのちの電話（村上） 53−4343 毎日24時間

保健医療課健康支援室
または各支所地域振興課
地域福祉室

村上：53−3364

平日：午前８時30分～午後５時15分

荒川：62−3104
神林：66−6113
朝日：72−6887
山北：77−3113

福祉なんでも相談 福祉課総合相談係 75−8941

●�問い合わせ　保健医療課健康支援室
　　　　　　　☎53−2111（内線2442）


